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　新年あけましておめでとうございます。皆様にとり幸多き年となります様ご健勝・ご多幸を
ご祈念申し上げます。
　旧年中は、多大なるご支援を賜り、心より御礼を申し上げます。昨年は、新型コロナウィル
ス感染症の拡大により思いもよらない自粛生活や経済の疲弊と言った世界的危機状況に陥りま
した。発症の増減を繰り返し、年末には医療崩壊が懸念されるまでになってしまいました。目
に見えないウィルスとの戦いは年を跨ぎ続きますが、ワクチンの実用化等がなされwith コロ
ナ社会の確立を急がねばなりません。
　また、熊本においては、コロナ禍の中、昨夏の豪雨災害からの復興やダム問題等　熊本地震
以降のインフラ整備等、課題が山積しております。
　本年はいよいよ選挙の年となりますが、私自身、選挙戦を全力で戦い抜き、この様な非常時
こそ国のため熊本のために働かせて頂く所存です。皆様には何かとお世話をおかけする事と存
じますが、何卒倍旧のご支持を賜ります様お願い申し上げます。

　国の根幹である税金の使途を決める来年度予算編成に伴う税制改正
大綱を自民党税制調査会最高顧問として、通常の社会保障やインフラ
整備予算に加えてのコロナ禍に対する手当も大変重要であり、医療従
事者の方への補償や経済困窮者を出さないための措置等、与党自民党・
公明党との税制協議会を経て取りまとめを致しました。

令和3年度税制改正大綱がまとまりました
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菅総理に申し入れと提言を行いました
　年末に総理官邸に赴き、「安全保障と
土地法制に関する特命委員会」として提
言を致しました。外国からの我が国への
経済的投資は歓迎すべきことであります
が、一方法人を含めたか国からの土地の
取得においては、安全保障上懸念される
事象もあります。
　所有者不明土地問題も含め、土地取得
の実態を国として的確に把握することの
必要性を総理に申し入れ意見交換いたし
ました。

安全保障と土地法制特命委員会メンバーと菅総理に申し入れ
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有明海・八代海再生特別措置法一部改正について関係漁協の皆様と意見交換
　有有明海、八代海を豊かな漁場として再生の取組を推進するために、港湾・
漁港におけるしゅんせつ事業、覆砂や海底耕うん事業の補助率及び地方債の
特例措置を盛り込んだ改正法案等について報告しました。
　藤森県漁連会長はじめ関係漁協の皆様からは、今日迄の野田代議士の有明
海漁業振興の為の尽力に対し、感謝の言葉や次期衆議院
選挙への応援のお言葉をいただきました。
　港湾・漁港や航路に滞留しているヘドロの抜本的な処
理等についても引き続き、鋭意取り組んでまいります。

緊急事態宣言を前にして、新型
コロナウィルス感染症対策本部
会議が開催されました

　1/6、7連日　対策本部会議に顧問として出席し、
緊急事態宣言を前にして対応を議論致しました。

1月 4日　初詣

新年　蒲島県知事を訪問コロナ対策・災害復旧等について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意見交換いたしました

令和3年仕事始めにあたり、全員で藤崎八幡宮様
にて初詣。コロナ感染症の終息はもとより国の安寧・

熊本の復興と発展のため、
野田たけしが更に尽力で
きます様祈願し、一年の
無病息災と選挙での必勝
を祈願致しました。

　熊本での仕事始め第一弾として、県庁に蒲島知事を訪ねました。コロナ対策・災害からの復興対策などに
ついて意見交換いたしました。「チーム熊本には野田先生が絶対に必要です。」と知事からの激励を賜り益々
頑張らねば！と気を引き締めました。

1/4　県漁連にて　漁連幹部より御礼の言葉を賜りました。

コロナ感染症対策本部　会議

自民党有明海・八代海再生プロジェクト会議

中央：下村博文本部長（党政調会長）・顧問：野田毅

コロナ感染症対策本部　会議

中央：下村博文本部長（党政調会長）・顧問：野田毅


